
〈部内資料〉１

京都地方労働組合総評議会：発行

2022年３月17日

発行所
京都市中京区壬生仙念町30-2　ラボール京都５階
京都地方労働組合総評議会（京都総評）
電話　075（801）2308　FAX　075（812）4149
E-mail sohyo@labor.or.jp　URL http://www.labor.or.jp/sohyo/
〈発行責任者〉　梶川　憲　〈編集責任者〉　吉岡　勝

京都労働相談センター
電話 0120－378－060　 E-mail scent@labor.or.jp第 265 号

り
合
い
の
お
つ
れ
あ
い
が
高

熱
を
出
し
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
陽

性
が
判
明
。
発
熱
し
て
い
る

け
れ
ど
も
自
宅
療
養
に
▼
一

旦
熱
は
下
が
っ
た
も
の
の
肺

炎
を
併
発
し
た
の
か
呼
吸
困

難
に
な
り
救
急
車
を
呼
ん

だ
。
し
か
し
、「
入
院
先
が

な
い
」
と
言
わ
れ
救
急
車
は

帰
っ
て
し
ま
い
自
宅
に
残
さ

れ
、
家
族
は
右
往
左
往
。
な

ん
と
か
落
ち
着
い
た
も
の
の

翌
日
ま
た
救
急
車
を
呼
ん
だ

が
、
前
日
同
様
帰
っ
て
し
ま

っ
た
▼
三
度
目
、
い
よ
い
よ

呼
吸
困
難
で
立
ち
上
が
る
こ

と
も
で
き
ず
救
急
車
を
呼

び
、
よ
う
や
く
入
院
で
き
事

な
き
を
得
た
と
の
こ
と
▼
家

族
は
検
査
の
結
果
陰
性
だ
と

わ
か
り
ホ
ッ
と
し
つ
つ
も
、

「
京
都
の
医
療
が
崩
壊
し
て

い
る
こ
と
が
身
を
も
っ
て
わ

か
っ
た
」「
こ
ん
な
に
ひ
ど

い
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」
と

憤
ま
ん
や
る
か
た
な
い
知
人

▼
折
し
も
知
事
選
挙
。
京
都

の
医
療
を
立
て
直
し
、
だ
れ

も
が
安
心
し
て
医
療
を
う
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
の
は
知

事
の
責
任
。
医
療
に
地
域
差

を
つ
く
ら
な
い
、
病
院
・
病

床
を
減
ら
さ
ず
、
オ
ー
ル
京

都
で
医
療
体
制
を
支
援
す
る

と
梶
川
憲
さ
ん
は
訴
え
て
い

る
。
梶
川
府
政
を
必
ず
実
現

し
よ
う
。�

（
Ｍ
Ｙ
）

新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス

の
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
が
猛
威

を
ふ
る
う
第

六
波
。
身
近

な
人
に
も
コ

ロ
ナ
感
染
が

増
え
て
い

る
。
先
日
知

TUBUYAKI

！大幅賃上げ・最賃底上げを

大幅賃上げと職場環境改善
求めてストライキを決行し
たJMITU畑鐵工所分会。多
くの支援で激励行動行う。

福祉保育労の宣伝行動。黄レンジ
ャーも参加して、道行く人にチラ
シ入りのティッシュを配布。福祉
職場の実態を訴えました。

JMITU京滋地本とカシフジ支部の合同決起
集会。カシフジ構内で、大幅賃上げを実現
しよう! とシュプレヒコール。

国労京滋は統一行動日に京都駅前で宣伝行
動を実施。「賃上げで生活を守ろう」「平和
憲法を守ろう」とアピール。

最低賃金1500円に! 
全国一律制に! と着
ぐるみも登場し、サ
ックス演奏もありの
にぎやか宣伝・署名
行動。（二条駅前）

府
政
を
府
民
の
手
に

取
り
戻
そ
う

必
要
な
の
は

京
都
の
自
治
の
力

梶
川
議
長
は
、
ま
ず
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
ロ
シ
ア
の
侵
略
に
対

し
て
、「
武
力
行
使
す
る
な
」

「
撃
つ
な
」
と
声
を
あ
げ
よ
う

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

教
員
を
し
て
い
た
頃
、
夜
勤

労
働
で
我
が
子
と
す
れ
違
う
生

活
の
お
父
さ
ん
の
姿
に
「
親
子

を
引
き
離
す
働
き
方
は
い
っ
た

い
何
な
の
か
と
思
っ
た
こ
と

が
、
労
働
運
動
へ
の
キ
ッ
カ

ケ
」、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
解
雇
争
議
な

ど
で
「
政
治
の
弱
さ
や
誤
り
を

痛
感
し
て
き
た
」
と
紹
介
し
、

今
の
京
都
は
「
巨
大
開
発
ざ
ん

ま
い
か
、
持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
か
の
岐
路
に
立
っ
て
い

る
」「
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、

人
と
環
境
、
歴
史
あ
る
京
都
の

地
と
街
や
里
山
を
、
伝
統
と
文

化
と
生
業
を
、
水
を
、
守
れ
る

か
ど
う
か
」「
い
ま
必
要
な
の

は
、
府
民
と
職
員
が
つ
く
り
あ

げ
て
き
た
京
都
の
自
治
の
力

だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。

知
事
に
な
っ
て

や
り
た
い
こ
と

知
事
に
な
っ
て
や
り
た
い
こ

と
は
、「『
公
共
の
力
』
を
総
動

員
し
て
、
い
の
ち
を
『
守
る
こ

と
』
と
『
育
む
こ
と
』」「
地
域

の
主
役
、
働
く
者
や
中
小
企
業

・
小
事
業
者
の
生
業
を
支
え

て
、
賃
金
底
上
げ
で
、
地
域
経

済
を
潤
し
て
い
く
道
を
ひ
ら
く

こ
と
」
だ
と
述
べ
、「
い
っ
し

ょ
に
府
政
を
変
え
よ
う
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
き
め
こ
ま

や
か
な
、
優
し
い
政
策
を
一
人

で
も
多
く
の
人
に
伝
え
て
い
き

22春闘 22春闘本番。３月10日に全国
各地、京都府内各地で、大幅賃
上げ・賃金底上げをめざしてス
トライキ行動や職場集会などが
多くの職場で取り組まれ、支援
・激励行動を展開しました。街
頭では、大幅賃上げを訴える宣
伝・スタンディングアピールな
どが行われました。

多彩な取り組み展開

医労連では、ストライキ行
動で街頭スタンディング宣
伝を実施。働き続けられる
賃金と医療・介護体制の充
実をとアピール。

京都生協本部前で行われ
た全国一般生協労組のス
ト支援集会。多くの組織
からのぼりを持って支援
にかけつける。

い
の
ち
を
守
り
、
社
会
を
支
え

る
福
祉
職
員
の
賃
上
げ
＆
増
員

を
！　

と
街
頭
宣
伝
に
取
り
組

ん
だ
福
祉
保
育
労
の
仲
間
。

全
国
一
般
生
協
労
組
は
時
限
ス

ト
で
決
起
。
店
舗
ご
と
の
ス
ト

ラ
イ
キ
集
会
で
賃
上
げ
め
ざ
し

て
意
思
統
一
。
そ
し
て
記
念
撮

影
も
。

つなぐ京都2022共同代表のみなさんと

京
都
府
知
事
選
挙

た
い
。
素
晴
ら
し
い
候
補
者
で

す
」「
か
じ
か
わ
さ
ん
の
話
を
聞

い
て
、
こ
ん
な
人
を
ぜ
ひ
知
事

に
！
と
強
く
思
い
ま
し
た
」
な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

京
都
府
知
事
選
挙
の
告
示
（
３
月
24
日
）
ま
で
あ
と

わ
ず
か
。
梶
川
議
長
を
か
な
ら
ず
知
事
に
押
し
上
げ
よ

う
と
行
わ
れ
た
「
市
民
の
つ
ど
い
」
で
、
梶
川
議
長

は
、「
公
共
の
力
で
い
の
ち
を
守
り
育
む
京
都
、
人
も

環
境
も
か
が
や
く
京
都
へ
、
い
っ
し
ょ
に
府
政
を
変
え

よ
う
」
と
熱
く
訴
え
ま
し
た
。

府民の
つどい

3� 5

コロナ禍だからこそ
、

3/10
統一行動日

職
場
で

地
域
で

3/6
最
賃
ア
ッ
プ

ア
ク
シ
ョ
ン

京都府知事選挙
３月24日（木） 告　示

４月10日（日） 投開票
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！
総
評
女
性
部
　
事
務
局
長

海
藤
巳
希
子

看護師・保育士などケア労働者が記者会見

著
者
は
、
前
著
の
『
僕

は
、
イ
エ
ロ
ー
で
ホ
ワ
イ

ト
で
、ち
ょ
っ
と
ブ
ル
ー
』

で
話
題
と
な
っ
た
キ
ー
ワ

ー
ド
「
エ
ン
パ
シ
ー
」
に

ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
本
書

を
書
い
て
い
ま
す
。「
エ

ン
パ
シ
ー
」
と
は
、
他
者

の
感
情
を
「
理
解
す
る
能

力
」
と
あ
り
、
共
感
を
意

味
す
る
「
シ
ン
パ
シ
ー
」

と
は
意
味
合
い
が
異
な
り

ま
す
。お
も
し
ろ
い
の
は
、

か
つ
て
「
鉄
の
女
」
と
言

わ
れ
た
サ
ッ
チ
ャ
ー
元
英

首
相
は
、
政
権
時
代
に
秘

書
の
身
内
の
会
社
が
倒
産

し
た
と
き
、「
私
に
何
か

で
き
る
こ
と
は
な
い
か
」

と
気
遣
い
を
欠
か
さ
な
い

人
で
あ
っ
た
が
、
元
は
と

い
え
ば
彼
女
の
厳
し
い
構

造
改
革
の
結
果
で
の
こ

と
。
彼
女
に
は
「
シ
ン
パ

シ
ー
」
は
あ
っ
て
も
、「
エ

ン
パ
シ
ー
」
に
欠
け
て
い

た
の
で
は
と
い
う
エ
ピ
ソ

ー
ド
が
あ
り
ま
し
た
。

組
合
員
と
の
対
話
や
活

動
に
も
使
え
る
の
で
は
と

読
み
始
め
た
本
書
で
す

が
、「
相
手
の
立
場
に
立

つ
」
能
力
を
身
に
つ
け
る

の
は
、
案
外
難
し
い
。
自

分
の
物
差
し
を
伸
び
縮
み

さ
せ
る
こ
と
を
大
切
に
し

た
い
で
す
。

書　�名：他者の靴を履
く　アナーキック・
エンパシーのすすめ

出版社：文藝春秋
著者名：�ブレイディ� �

みかこ
定　価：1,595円（税込）

オンラインで講演する本田由紀教授

毎
年
の
春
闘
時
期
に
京
都

パ
ー
ト
・
非
常
勤
ネ
ッ
ト
、

京
都
総
評
女
性
部
、
京
都
総

評
青
年
部
な
ど
で
つ
く
る

「
最
賃
ア
ッ
プ
ア
ク
シ
ョ
ン

実
行
委
員
会
」
で
学
習
会
と

街
頭
宣
伝
行
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
は
「『
日
本
』

っ
て
ど
ん
な
国
？
―
―
国
際

比
較
デ
ー
タ
で
社
会
が
見
え

て
く
る
」の
著
者
でTwitter

やYoutube

で
も
忌
憚
の
な

い
コ
メ
ン
ト
を
発
信
し
て
お

ら
れ
る
東
京
大
学
大
学
院
教

授
の
本
田
由
紀
さ
ん
を
講
師

に
、「
異
常
な
日
本
の
労
働
市

AM

場
～
上
が
ら
な
い
賃
金
と
ジ

ェ
ン
ダ
ー
差
別
～
」
の
テ
ー

マ
で
学
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。他

国
に
な
い

日
本
の
現
実

本
田
先
生
は
、
企
業
の

「
世
界
時
価
総
額
ラ
ン
キ
ン

ッ
ト
署
名
を
実
施
中
で
す
。

是
非
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

ま
た
、「
#
す
べ
て
の
ケ
ア

労
働
者
に
大
幅
賃
上
げ
を
」

で
のTwitter

デ
モ
も
随
時

行
っ
て
い
ま
す
。Twitter

デ
モ
の
情
報
は
京
都
総
評
公

式Twitter

ア
カ
ウ
ン
ト
に

て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

グ
」
で
、
１
９
８
９
年
は
ベ

ス
ト
50
社
中
38
社
と
席
巻
し

て
い
た
日
本
企
業
が
、
30
年

後
の
２
０
１
９
年
に
は
ト
ヨ

タ
（
43
位
）
た
っ
た
１
社
だ

け
な
ど
日
本
経
済
が
凋
落
し

て
い
る
こ
と
。
日
本
の
正
社

員
が
仕
事
を
す
る
う
え
で
大

切
だ
と
思
う
も
の
の
ト
ッ
プ

オ
ン
ラ
イ
ン
署
名

を
広
げ
よ
う

岸
田
政
権
は
、「
コ
ロ
ナ

が
「
良
好
な
職
場
の
人
間
関

係
」
で
、
こ
れ
は
他
の
多
く

の
国
に
は
見
ら
れ
な
い
と
指

摘
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
で
は
、
労
働
者
は
会

社
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
一
体

と
な
っ
て
働
く
特
殊
な
性
質

を
も
ち
、
企
業
に
す
べ
て
の

時
間
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
捧
げ

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
み
な

さ
れ
た
対
象
（
そ
の
典
型
が

女
性
）
は
正
社
員
内
部
で
も

疎
外
さ
れ
、
正
社
員
以
外
の

雇
用
形
態
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
傾
向
が
あ
る
。
日
本
は
ジ

ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
で

１
５
６
ヶ
国
中
１
２
０
番
目

克
服
・
新
時
代

開
拓
の
た
め
の

経
済
対
策
」
に

基
づ
き
、
ケ
ア

労
働
者
の
賃
金

引
き
上
げ
を
具

体
化
し
ま
し
た

が
、
介
護
職
・

保
育
士
月
９
０

０
０
円
、
看
護

師
月
４
０
０
０

円
と
少
な
い
う

え
に
、
看
護
職

員
は
「
救
急
搬

送
年
２
０
０
件

以
上
の
医
療
機

関
の
看
護
師

ら
」
と
対
象
を

絞
っ
て
い
る
こ

と
下
位
で
あ
り
、
賃
金
格
差

も
大
き
く
、
低
賃
金
に
置
か

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
解
説

さ
れ
ま
し
た
。

格
差
社
会
を

是
正
す
る
に
は

本
田
先
生
は
「
①
賃
金
格

差
を
生
み
出
す
不
合
理
な
境

界
線
（
大
企
業
と
中
小
企

業
、
正
規
と
非
正
規
、
男
性

と
女
性
な
ど
）
の
縮
小
、
②

ケ
ア
労
働
に
関
し
て
標
準
賃

金
の
適
正
化
と
向
上
、
③
最

低
賃
金
の
引
上
げ
な
ど
を
す

す
め
る
こ
と
、
④
い
ず
れ
の

場
合
も
労
働
運
動
・
労
使
交

化
へ
の
ビ
ラ
の
作
成
な
ど
様

々
な
取
り
組
み
を
す
す
め
て

い
ま
す
。
京
都
で
も
関
係
単

産
で
組
織
を
作
り
、
２
月
７

日
に
京
都
府
要
請
と
記
者
会

見
、
21
日
に
は
京
都
府
・
京

渉
は
不
可
欠
」
と
い
っ
た

「
方
針
と
提
案
」
を
話
さ

れ
、
日
本
が
経
済
や
政
治
の

場
で
家
事
・
子
育
て
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
無
償

労
働
を
し
な
い
「
ケ
ア
レ
ス

マ
ン
」
で
あ
る
“
じ
い
さ

ま
”
が
跋
扈
し
て
い
る
社
会

で
あ
る
こ
と
、
日
本
の
低
賃

金
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
と
密

接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

格
差
社
会
を
是
正
す
る
た

め
に
、
い
ま
だ
に
女
性
を
さ

げ
す
む
古
い
考
え
の
“
じ
い

さ
ま
”
が
の
さ
ば
る
日
本
を

変
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

と
や
、
対
象
職
種
以
外
は
、

基
本
的
に
対
象
に
な
ら
な
い

と
さ
れ
、
対
象
職
種
以
外
に

分
配
す
る
と
賃
上
げ
額
が
下

２
月
22
日
に
最
賃
ア
ッ
プ
ア
ク
シ
ョ
ン
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
会
が
行
わ
れ
、
60
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
東
京
大
学
大
学
院
教
授
・
本
田
由
紀
さ
ん
の
「
異
常
な
日
本

の
労
働
市
場
～
上
が
ら
な
い
賃
金
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
別
～
」
と
題
し
た
講
演
を
聞

き
、
学
び
ま
し
た
。

わたしの
オススメ

本
他
者
の
靴
を
履
く 

ア
ナ

ー
キ
ッ
ク
・
エ
ン
パ
シ
ー
の
す
す
め

が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

う
し
た
問
題
点
を
是
正
す
る

た
め
、全
労
連
は「
ケ
ア
労
働

者
の
大
幅
賃
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げ
ア
ク
シ
ョ

ン
」
を
立
ち
上
げ
、
国
へ
の

要
請
や
対
象
労
働
者
の
組
織

ケ
ア
労
働
者
の
大
幅
賃
上
げ
を
、

全
産
業
の
賃
上
げ
に
繋
げ
て
い
こ
う

日本の労働市場異常な
上がらない賃金とジェンダー差別

最
賃
ア
ッ
プ
ア
ク
シ
ョ
ン
２
０
２
２
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
会

毎
年
学
習
会
を

実
施

ロシアは侵略をやめよ！ ウクライナから

撤退
せよ

Change.org署名サイト
https://chng.it/sMcwjvf5

都
市
に
陳
情
を

行
い
ま
し
た
。

現
在
、
ケ
ア

労
働
者
の
賃
上

げ
を
求
め
る
ネ

ロシアがウクライナに侵略し、
子どもたちや女性、高齢者など罪
なき市民が殺され、負傷し、建物
が壊されています。
府内各地で「侵略やめよ」とロシアに

対する抗議の宣伝行動が行われていま
す。舞鶴地労協は舞鶴平和委員会などと
一緒に緊急集会を行い50人以上の市民が
参加。宇城久地区労が呼びかけたスタン

ディング宣伝に100人以上が集まり、４
月に大学に入学する青年が飛び入り参
加。10日の四条河原町での緊急宣伝では
高校生が飛び入りでマイクを握り「戦争
はダメだと発信しよう」と訴えました。

!


